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あらまし –スケジュール管理ツールとしての手帳やスマートフォンなどの使用状況について，2019 年秋に短

期大学生（1・2 年合計 115 名）を対象にアンケート調査を実施した．その結果，手帳などのアナログツール

とスマートフォンアプリケーションなどのデジタルツールでは，1 年生と 2 年生で異なる使用状況が明らか

となった．さらにコレスポンデンス分析を行った結果，情報系授業やキャリア教育における設計や学生支援

を含めた学修環境において，年度ごとに考慮すべき事柄を抽出することができた． 
キーワード − スケジュール管理ツール，アナログツール，デジタルツール，コレスポンデンス分析，学修環
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1 はじめに 

周知の通り，短期大学(以下，短大)の学修年は 2
年である．短大生の進路は，企業や公務員などへの

就職と，四年制大学などへの編入の 2 つに大別でき

る．たとえば就職活動では，入学して数カ月後の夏

に企業インターンシップへ参加し，1 年次の 12 月

頃までには，希望する業種や職種を具体的に把握し

なければならない．1 年次 3 月には，本格的な就職

活を開始する．また四年制大学への編入では，試験

が概ね 2 年次の夏に行われるので，少なくとも 1
年次の夏頃には志望校を決定し，試験対策の学習だ

けでなく，大学研究や編入後の研究計画なども具体

的に練っていかなければならない．つまり，短大生

は履修科目の学習，アルバイトやサークル活動に加

え，入学後の早い段階から卒業後の進路を見据え，

2 年間という限られた期間の中で，質の高い時間の

有効活用，すなわち効率的な時間管理と実践力が求

められる．この状況を踏まえ，筆者らの短大では，

入学段階から物事の優先度の付け方，無理・無駄の

ない進め方，行動の習慣化や見直し，さらには

PDCA サイクルの回し方なども重要な学習項目と

し，手帳やスマートフォン(以下，スマホ)アプリの

利用，さらにはクラウド上のシステム等を学修ツー

ルの一つとして位置付けている． 
本稿では，時間管理のツールとして，アナログツ

ール(手帳やメモ帳など)とデジタルツール(スマー

トフォンアプリのスケジュール管理など)に注目し，

短大 1 年生と 2 年生に対して，ツールの使用状況に

関するアンケート調査を実施した．その調査結果お

よびコレスポンデンス分析結果を報告し，進路決定

を含めた学修環境におけるスケジュール管理ツー

ルの効果的な学びについての授業改善案を提示す

る． 

2 アンケート概要 

アンケートは，筆者らが所属する短大の K 学科 1
年生 53 名，2 年生 62 名の合計 115 名に対し，2019
年 10 月に実施した．調査対象のツールは，アナロ

グツールとしてシステム手帳を含む手帳類，メモ帳，

ノートの 3 種類とした．また，デジタルツールとし

てスマホアプリ，スマホにプリインストールされて

いるメモ機能，Google などのクラウド機能および

電子手帳とした． 
それぞれのツールごとに，使用頻度を「よく使用

している」「まあ使用している」「ときどき使用して

いる」「使用してない」の選択肢で，使用開始後の

期間を「2 年以上」「1 年以上」「1 年以内」「忘れた」

の選択肢で回答してもらった． 
加えてツールの主な使用理由や目的についても

選択肢を提示し，複数回答してもらった． 
アンケートは無記名式の紙面で行い，回収後表計

算ソフト等を使って集計した． 



3 結果および考察 

3.1 アンケート集計結果および考察 

今回のアンケート調査結果では，アナログツール

およびデジタルツールのいずれも全く使用してな

いと回答した学生はいなかった． 

3.1.1 アナログツールとデジタルツールの使用率 

アナログツールとデジタルツールを「よく利用し

ている」と「まあ利用している」の回答結果を合計

し，使用率として図 1，図 2 に示す． 
 

図 1 ツールの使用率(1 年生) 
 

図 2 ツールの使用率(2 年生) 
1 年生 2 年生共にアナログツールの使用率が高く，

特に 2 年生ではアナログツールの使用率が高い

(63％)ことがわかる． 

3.1.2 ツールごとの使用率 

次にツールごとの使用率を表 1に示す．2 年生は，

1 年生に比べ手帳やメモ帳の使用率が高い．一方，

ノートや Google などのクラウド，および電子手帳

の使用率が 1 年生に比べ低いことがわかる．この結

果は，就職活動の企業説明会などにおけるツールの

使いやすさと，ノートの使用率減少は履修科目数の

減少と関連していると考えている．つまり，1 年次

から 2 年次における学修環境の変化が，図 2 のアナ

ログ―ルの使用率が高いことに関係していると推

察している． 
 

表 1 ツールの使用率 
ツール 1年生 2年生 

市販の手帳 24.3% 40.1% 

メモ帳（紙） 9.7% 13.4% 

ノート（紙） 18.8% 9.2% 

スマホアプリ 17.4% 14.8% 

スマホのメモ機能 19.4% 17.6% 

Googleなどのクラウド 7.6% 4.2% 

電子手帳 2.1% 0.7% 

その他 0.7% 0.0% 

 

3.1.3 ツールごとの使用理由 

 アンケートでは，アナログツールとデジタルツー

ルの使用理由を 8～10 項目提示し，複数選択で回答

してもらった．回答結果を記述の容易性，携帯性，

確認の容易性など観点で再整理し，表 2 および表 3
に示す． 
 

表 2 アナログツールの使用理由 

アナログツールの使用理由 1年 2年 

記述が容易(日程,メモ等) 25.3% 22.4% 

携帯性(持ち運びやすさ) 14.2% 14.5% 

確認が容易 13.0% 14.2% 

蛍光ペンなどを使いやすい 11.1% － 

書くことで記憶が残りやすい － 11.5% 

 
表 3 デジタルツールの使用理由 

デジタルツールの使用理由 1年 2年 

書き込みや変更が容易 17.9% 17.4% 

手帳との併用 17.3% 19.4% 

携帯性(持ち運びやすさ) 16.7% 14.2% 

確認が容易 13.7% 11.6% 

 



表 2 および表 3 より，1 年生 2 年生に共通するアナ

ログツールとデジタルツールの利便性として，書き

込みと確認が容易であること，持ち運びに便利であ

ることを挙げていることがわかる．また，アナログ

ツールでは「蛍光ペンなどが使いやすい」(1 年生)，
「書くことで記憶が残りやすい」(2 年生)という回

答が特徴的である．さらにデジタルツールでは，手

帳と併用している 2 年生の割合が高くなっている．

今回の調査から，学生は 2 年間の学修を通した使用

経験を踏まえて，各ツールの特徴を捉えながら，状

況に応じて使い分けていることが推察できる．一方

デジタルツールの携帯性や確認のしやすさの観点

では， 2 年生は 1 年生に比べて低下しているよう

にも見える． 

3.1.4 ツールごとの使用期間 

 次に，ツールごとの使用期間に関する調査結果を

図 3，図 4 に示す． 
 

図 3 ツールの使用期間(1 年生) 
 

図 4 ツールの使用期間(2 年生) 
 1 年生の結果である図 3の市販手帳に注目すると，

使用期間が 1 年以内の割合が多い．今回の調査は

10 月に行っているので，1 年生は高校 3 年以降に手

帳を使い始めたと回答した学生が多いといえる． 

3.2 コレスポンデンス分析 

3.2.1 ツールのコレスポンデンス分析 

 1 年と 2 年のツールごとの使用頻度に関するクロ

ス集計を利用し，コレスポンデンス分析を行った結

果を図 5 に示す．同図より，電子手帳とクラウドツ

ールは，学生があまり使用していないツールとして

位置付けていることがわかる．電子手帳は決して安

価ではない．それが有効に活用されず，しかも表 1
に示したように，1 年生から 2 年生になるに従い電

子手帳の使用率が減少していることがわかった． 
またクラウドツールの利用頻度は，1 年生と 2 年

生共に低い．クラウドの利活用については，1 年次

前期の情報系必修科目で 1 コマを使用しファイル

共有に関する演習を行ってはいるが，学生にとって

はクラウドを時間管理ツールのひとつとして位置

付けていないと判断した． 
さらに，1 年生ではノートとスマホアプリ，2 年

生では市販の手帳がよく利用するツールであるこ

とが理解できる．現在のカリキュラム体系では，デ

ータは示さないが，1 年生の履修科目数は 2 年生に

比べて多いことがわかっている．また，ノートの取

り方などなども 1 年次の必修科目で学んでいる．こ

のような学年による学修環境の差が，1 年生でノー

ト使用が高い要因の一つと考えている． 
 

図 5 ツールのコレスポンデンス分析結果 
 

3.2.2 ツール利用頻度の変化 

 図 5 で，ノート，スマホアプリ，市販手帳に注目

し，1 年生と 2年生での位置の変化を矢印で加筆し，

図 6 に示す．図 6 よりノートとスマホアプリの使用

は，1 年から 2 年で低下する一方，市販手帳の使用

頻度は1年から2年で高くなっていることが明確で

ある．表 4 に示したアナログツールの使用目的では，

1 年次および 2 年次での手帳やノートなどのアナロ



グルーツの使用目的に変化は認められない．つまり，

1 年から 2 年の科目履修や就職活動を含む全体的な

学修環境の変化が，図 6 の年度変化に表れていると

考えることができよう． 
 

図 6 ツール使用頻度の年度変化 
 

表 4 アナログツールの使用目的 
アナログツールの 

使用目的 
1年生 2年生 

予定の書き込み 46.2% 48.0% 

To Do リストの使用 20.1% 18.0% 

メモとして使用 15.6% 17.2% 

授業の内容の書き込み 8.5% 3.9% 

目標の書き込み 5.0% 6.3% 

日記として使用 4.5% 5.5% 

その他 0.0% 1.2% 

合計 100.0% 100.0% 

4 授業改善への提案 

以上の結果を踏まえ，情報系科目やキャリア開発

科目に関するコース設計の改善案を提示する． 
まず情報系科目は，本学では全学生の必修科目と

して 1 年前期に情報演習Ⅰがある．その中で，たと

えば購入した ICT 機器の一つとしての電子手帳を

どのように使用していけば有効利用が可能である

のかなどの議論を行う場を設けることを提案した

い．また様々な機能を有するクラウド演習では，従

来の内容に加えてスケジュール管理もクラウド利

用の一つとして演習に組み込むことを検討中であ

る．現代のビジネス社会環境を考えると，クラウド

の積極的利活用やスマホとの連携スキルは，情報リ

テラシーの視点からも重要な要件である．セキュリ

ティの学びも深めながら演習を計画したい． 
 さらにキャリア開発科目では，特に就職活動での

ツール使用に注目する．2 年生は年次当初の早い段

階から就職活動で企業を訪問したり，合同企業説明

会に参加する．その際に使用するツールの有効活用

について，グループワークを通して学ぶことを計画

する．従来はキャリア開発科目の中で，アクティブ

リスニングのツールの一つとしてメモの重要性を

説いている(1)が，加えて就職活動のスケジュール管

理や記録ツールとして，手帳とスマホを比較してみ

ることなどの演習案を挙げる．現在の学生はスマホ

のカバーやステッカーなどを用いて，スマホに個性

を求めている．一方スマホの画面が割れたまま使用

している学生も見受けられる．Rakuten みん就の

Web 記事(2)によれば，「割れた携帯画面をそのまま

使い続けるいわゆる『割れスマホ組』について、40
代男性の 4 割が『だらしなそう』と回答」している

という．就職活動での印象形成は極めて重要である

ことは論を待たない．就職活動において説明を聴き

ながらスマホアプリに書き込みを行う状況と，手帳

に書き込む状況を想定したり，スマホアプリの就職

活動における具体的で有効な使い方をグループデ

ィスカッション通して議論するなどを検討してい

る． 

5 まとめ 

短大における 1 年生と 2 年生に，スケジュール管

理ツールに関するアンケート調査を行い，その結果

とコレスポンデンス分析を元に考察した．年々変化

する学修環境を質的調査により把握し，その結果踏

まえて授業改善を提示したつもりである．なお今回

の調査では，電子手帳の所有率を調査していない．

また各ツールに利便性を感じていない学生もおり，

今後も調査を継続予定である． 
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